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キーワード【依頼表現 談話完成テスト 教科書分析 フォローアップインタビュー】 

要旨 

私たちの日常生活においては他者に何か求めることが多い。依頼という発話行為は自分

の利益のために相手にある程度の負担をかける行動なので，外国人として目標言語を使っ

てなにか依頼するとき，うまく伝えられれば手伝ってもらえるが，逆にうまく伝えられな

ければ，誤解が生じて相手に迷惑をかけ，礼儀がない人だと思われる恐れがある。したが

って，外国語としての日本語の教育において依頼ための言語表現は学習の項目として重要

だと思われる。 

しかし，依頼表現に関する先行研究では日本語母語話者と日本語学習者の対照が多く行

われており，中国人日本語学習者を中心とした依頼表現の使用状況についての研究はまだ

多くない。学習者のコミュニケーション能力に大きな影響を与える学習環境は重要だと思

われるが，日本の滞在経験の有無が中国人日本語学習者の依頼行動にどのような影響を与

えるかについての研究はまだ足りない。 

本研究は以下の疑問を明らかにして，依頼表現に関する日本語教育への一つの示唆とな

ることを目的とする。 

①中国国内の学習者，日本国内の学習者と日本語母語話者のそれぞれの依頼表現に関して 

はどのような使用状況なのか。どのような相違点があるか。また，その相違にはどのよ

うな原因があるか。 

②日本での滞在歴の有無による中国国内の学習者と日本国内の学習者の依頼表現の使用

にはどのような違いがあるか。異なる特徴があるとすれば，どのような理由があるか。 

⑤中国国内の学習者と日本国内の学習者は依頼表現に関してどのような意識を持ってい

るか。 

 本研究の調査は談話完成テスト調査，教科書調査とフォローアップインタビュー調査か

らなっている。 

 2013 年７月から 10 月にかけて中国国内と日本国内の中国人学習者各 20 名と日本語母

語話者 20 名を対象とし，依頼に関する談話完成テストを行った。談話完成テストでは，

親疎関係，上下関係，負担度などにより 12 問の場面を設定しどのような表現を使うかを

聞いた。 

 そして，海外の日本語教育では，教科書の役割が重要だと思われ，学習者の言語使用の

一つの根拠になり，学習者にとってどのような日本語を身につけるかは教科書からの影響

が大きい。そこで，中国での大学や専門学校，言語学校で精読授業によく使用される教科

書を調べてみた。本研究は予備調査の8名と本調査の40名の中国人学習者が使用したこと

がある教科書の記述を参考にし，4種類の教科書を合わせて，17冊の精読教科書を選び，

分析することにした。 

 更に，談話完成テストだけの調査では，中国人学習者の依頼表現の使用状況を把握する

のは不可能だと思うので，談話完成テストの調査対象の各協力者グループから３人ずつを

選び，フォローアップインタビューをした。 

 本研究の分析の枠組みは談話完成テストの 12 問の場面×依頼表現の前置き部分，用件

内容部分，終了部分の 3つの部分でどのような項目を使用しているかを集計して，それぞ

れの使用状況を表あるいは図に整理して，比較しながら分析をした。 

または，教科書分析，フォローアップインタビュー調査，先行研究などを通して，親疎

関係，上下関係，負担度などの依頼条件の異なりによって使われる表現にどのような特徴

があるかを総合的に考察してみた。 

更に，中国人日本語学習者の依頼表現の使用状況についての原因と使用意識をフォロー



 ２ 

アップインタビュー調査のデータに基づきより深く分析してみた。 

本研究は中国国内の学習者，日本国内の学習者と母語話者のそれぞれの依頼表現に関す

る使用状況とその原因を把握することができた。各調査協力者グループは依頼前置きでは

じめ，用件内容部分を述べ，依頼の受諾への謝礼を終了するという特徴が見られた。しか

し，母語話者は各依頼場面によって自分の言語表現を工夫し，様々な方略を考えていたの

に対して，学習者は依頼表現に関するストラテジーの使用がまだ足りないという状況がわ

かった。その原因は日本語の文型表現そのものの難しさ，対人関係による丁寧度の使い分

けの複雑さ，異文化による影響，母語からの移転などがある。 

更に，依頼条件の異なりによって使われる表現を総合的に考察した結果は，母語話者は

「対人関係」を重視し，場面によって複数の依頼前置きを使用し，異なる文型表現を用い

たという結果が見られた。それに対して，日本国内の学習者は依頼の形をまねることにこ

だわり，母語話者とすこし異なる特徴が見られた。中国国内の学習者は母語の直訳と教科

書から学んだ知識の影響で，単一の前置き表現を使用し，違う場面でも同じ依頼表現を使

用してしまったという結果が見られた。 

これらの特徴から見られた問題点は「依頼」に関連する中国の日本語教育では依頼表現

に関する指導が足りず，文型表現の形と意味の指導に留まっていることである。それゆえ，

「依頼」に関するストラテジーを中国の日本語教育に取り入れ，相手との関係によって適

切に自分の言語表現を変化させる能力などを育成すべきだと考えられる。 
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